
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄本けんじ 
日本共産党市会議員 

活動ニュース 

２０２６年 ７月１９日 

議員控え室 0798-35-3368 携帯 090-6665-9401 

下水は令和９年度から 
水道料金、下水道使用料の値上げを検討 

 西宮市では、水道料金と下水道使用料の値上げを検討してい

ます。下水道使用料は令和９年度から、水道料金は令和１１年

度からの予定です。 

 値上げ幅は、下水道使用料は平均２１％の値上げ、水道料金

は平均２３％の値上げと推計しています。 

 使う量が少ないほど、値上げ幅が大きくなる料金体系を考え

ているようです。 

 物価高騰が続く中での公共料金の値上げは、家計に大きな打

撃を与えかねません。 

何とかならないの！声をお寄せください 

 物価高騰が止まりません。６月の食料品値上げは全国で１，０７８品目。７月の食料品値上

げはさらに増え、２０００品目を超えます。２０２２年のウクライナ戦争以来、このような物

価高騰がずっと続いています。ところが、政府が実施する対策なるものは、どれもこれも一時

的で限定的なものばかりで、「焼け石に水」「無策」との批判が止まりません。いまこそ、消費

税の一律減税、賃金の引上げ、社会保障の立て直しなど、本格的で抜本的な対策に踏み切るべ

きです。 

 そんななかでの、下水道使用料の値上げと水道料金の値上げです。 

平均値上げ率は２０数％アップの見込み 

水道は令和１１年度から 

物価高騰が止まらない！上下水道料まで値上げ？ 

 「こんなときに、公共料金の値上げはきつい」「２０％も

値上げ？」「何とかならないの？」……悲鳴が聞こえてきま

す。まもなく、西宮市は、上下水道料金の値上げのお知ら

せを始めるようです。みなさん方の切実な声を、日本共産

党市議団にお寄せください。 

 日本共産党西宮市会議員団 控室（0798-35-3368） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうしたことは、全国どこでも起こる構造的なものです。自治体の努力

だけに負わせることなどできるはずがありません。とくに、管路や設備な

どのインフラ整備については、国が責任を持たなければなりません。 

まずは下水道使用料の値上げ（令和９年度から）を検討 

（令和８年度第２回西宮市上下水道事業審議会令和８年 6月 19日資料による） 

水道料金の値上げは（令和１１年度から） 

パターン Cの場合 一人世帯 １．３倍を超えます 

 料金の見直しは、値上げと同時に料金体系の見直しを想定しています。

料金体系の見直しをするのであれば、パターン Cが想定されます。計算で

は、少量になるほど値上げ率が上がり、値上げ幅は１．３倍を超えること

になります。家計への打撃は少量の世帯ほど大きくなります。 

 減免の拡充など、何らかの対策がどうしても必要になります。 

福祉減免などの抜本対策がどうしても必要です！ 

水道料金も値上げ（平均２３％）の検討 
 水道料金も値上げの検討を始めています。値上げ幅は平均２３％アップ。値上げの時期は令

和１１年度としています。下水も水道も、値上げ後、３年ごとに見直しが繰り返されるとのこ

とです。なぜ、こんなことになるのか。市の説明では、①人口減とエコ対策の進展により水道

の需要が大幅に減少すること、②管路など施設の老朽化対応が押し寄せてくること、③国庫補

助の減少、とのことです。 

国が責任をもって整備すべき 


